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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の視野位置と第２の視野位置とを含む２以上の視野位置を有し視野を変化させるこ
とができる関節鏡であって、
　入力ウインドウと、
　可動の入力レンズと、
　可動の第１ミラーと、
　対象物リレーアセンブリと、を備え、
　入力ウインドウと、入力レンズと、第１ミラーと、対象物リレーアセンブリとは、関節
鏡に入る対象物光線が入力ウインドウと入力レンズとを透過して第１ミラーに至り該第１
ミラーから対象物リレーアセンブリに向けて反射するように配置されており、
　さらに、固定された整列用光学エレメントを備え、
　該整列用光学エレメントは、上記対象物光線が上記第１ミラーから整列用光学エレメン
トに向けて反射し該光線が該整列用光学エレメントから上記対象物リレーアセンブリに反
射するように、位置決めされており、
　上記入力レンズは、入力レンズ軸の回りで回動自在であり、
　上記第１ミラーは、ミラー軸の回りで回動自在であり、
　上記ミラー軸は、上記第１ミラーの反射面に対して、同一平面上に位置する、視野を変
化させることができる関節鏡。
【請求項２】
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　上記第１ミラーは、前反射面を備えている、請求項１記載の視野を変化させることがで
きる関節鏡。
【請求項３】
　上記入力レンズ軸と上記ミラー軸とは、平行であり、
　上記入力レンズ軸と上記ミラー軸とは、同一の共通軸であり、
　上記第１の視野位置と上記第２の視野位置との間での上記共通軸の回りにおける上記第
１ミラーの回転角は、上記第１の視野位置と上記第２の視野位置との間での上記共通軸の
回りにおける上記入力レンズの回転角の半分である、請求項２記載の視野を変化させるこ
とができる関節鏡。
【請求項４】
　上記入力レンズ軸と上記ミラー軸とは、平行であり、
　上記入力レンズ軸と上記ミラー軸とは、同一の共通軸であり、
　さらに、上記入力レンズと、上記第１ミラーと、上記整列用光学エレメントと、上記リ
レーアセンブリとを収容するハウジングチューブを備え、
　このハウジングチューブは、入力ウインドウによって閉じられた視野端部を備え、
　入力ウインドウは、球形であり且つ曲率を有する第１面と曲率を有する第２面とを備え
、
　該入力ウインドウの第１面の曲率と第２面の曲率とは、共通の中心点の回りで同心的で
ある、請求項２記載の視野を変化させることができる関節鏡。
【請求項５】
　上記入力レンズ軸と上記ミラー軸とは、平行であり、
　上記入力レンズ軸と上記ミラー軸とは、同一の共通軸であり、
　さらに、プッシュロッドを有する制御装置を備え、
　該プッシュロッドは、スライド端部と入力アセンブリ端部とを備え、
　上記制御装置は、さらに、
　上記プッシュロッドの上記入力アセンブリ端部に取り付けられたプッシュロッドヨーク
と、
　第１ヨークピンによってプッシュロッドヨークに取り付けられると共に入力レンズフレ
ームピンによって入力レンズフレームに取り付けられた入力レンズ接続ロッドと、
　上記第１ミラーが取り付けられる第１ミラーフレームと、
　第２ヨークピンによって上記プッシュロッドヨークに取り付けられると共に第１ミラー
フレームピンによって第１ミラーフレームに取り付けられる第１ミラー接続ロッドと、を
備え、
　上記第１ヨークピンと上記第２ヨークピンとは同軸である、請求項２記載の視野を変化
させることができる関節鏡。
【請求項６】
　上記共通軸から上記入力レンズフレームピンまでの距離は、上記共通軸から上記第１ミ
ラーフレームピンまでの距離の半分である、請求項５記載の視野を変化させることができ
る関節鏡。
【請求項７】
　第１の視野位置と第２の視野位置とを含む２以上の視野位置を有し視野を変化させるこ
とができる関節鏡であって、
　入力ウインドウと、
　可動の入力レンズと、
　可動の第１ミラーと、
　対象物リレーアセンブリと、を備え、
　入力ウインドウと、入力レンズと、第１ミラーと、対象物リレーアセンブリとは、関節
鏡に入る対象物光線が入力ウインドウと入力レンズとを透過して第１ミラーに至り該第１
ミラーから対象物リレーアセンブリに向けて反射するように配置されており、
　さらに、固定された整列用光学エレメントを備え、
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　該整列用光学エレメントは、上記対象物光線が上記第１ミラーから整列用光学エレメン
トに向けて反射し該光線が該整列用光学エレメントから上記対象物リレーアセンブリに反
射するように、位置決めされており、
　さらに、上記入力レンズと、上記第１ミラーと、上記整列用光学エレメントと、上記リ
レーアセンブリとを収容するハウジングチューブを備え、
　このハウジングチューブは、上記入力ウインドウによって閉じられた視野端部を備え、
　入力ウインドウは、球形であり且つ曲率を有する第１面と曲率を有する第２面とを備え
、
　該入力ウインドウの第１面の曲率と第２面の曲率とは、共通の中心点の回りで同心的で
ある、視野を変化させることができる関節鏡。
【請求項８】
　第１の視野位置と第２の視野位置とを含む２以上の視野位置を有し視野を変化させるこ
とができる関節鏡であって、
　入力ウインドウと、
　可動の入力レンズと、
　可動の第１ミラーと、
　対象物リレーアセンブリと、を備え、
　入力ウインドウと、入力レンズと、第１ミラーと、対象物リレーアセンブリとは、関節
鏡に入る対象物光線が入力ウインドウと入力レンズとを透過して第１ミラーに至り該第１
ミラーから対象物リレーアセンブリに向けて反射するように配置されており、
　さらに、固定された整列用光学エレメントを備え、
　該整列用光学エレメントは、上記対象物光線が上記第１ミラーから整列用光学エレメン
トに向けて反射し該光線が該整列用光学エレメントから上記対象物リレーアセンブリに反
射するように、位置決めされており、
　上記入力レンズは、２つの球状レンズからなる二重レンズである、視野を変化させるこ
とができる関節鏡。
【請求項９】
　第１の視野位置と第２の視野位置とを含む２つ以上の視野位置を有し視野を変化させる
ことができる関節鏡であって、
　入力レンズと、
　第１ミラーと、
　プリズムと、を備え、
　入力レンズと第１ミラーとプリズムとは、関節鏡の各視野位置において対象物からの光
線を捕捉して方向付けるべく協働するように配置され、これによって、該光線は、入力レ
ンズを透過して第１ミラーに至り該第１ミラーからプリズムに反射して該プリズムを通し
て所望の方向に内部反射するようになっており、
　上記ミラーは、回動自在であり、
　上記入力レンズは、回動自在であり、
　上記ミラーと上記入力レンズとは、同一の軸を中心として回動し、
　上記第１の視野位置と上記第２の視野位置との間での上記軸の回りにおける上記ミラー
の回転角は、上記第１の視野位置と上記第２の視野位置との間での上記軸の回りにおける
上記入力レンズの回転角の半分である、視野を変化させることができる関節鏡。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
（技術分野）
本願発明は、一般に、関節鏡、内視鏡や、類似の光学機器（光学的インストュルメント）
に関し、より詳しくは、視野（視界）を変化させることが可能な関節鏡に関する。
【０００２】
（背景技術）
関節鏡や、内視鏡等の類似する光学的機器は、外科や検査等の医学的用途に用いられるだ
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けではなく、医学とは異なる用途であって、限定された作業領域であるスペースやアクセ
スできない作業領域であるスペースの視認による検査に関係する用途、にも用いられる。
本願発明は、関節鏡や、外科に用いられる同様の器具（インストュルメント）を参照して
ここに記載しているが、本願発明は、他の用途にも有効であり、この発明は、すべての適
切なバリエーションを包含するものとして意図されている。
【０００３】
ここ１５年若しくはそれ以上の年月に亘って、低侵襲手術が主流となっている。成形外科
分野において、特に、関節鏡や、該関節鏡等の装置を用いる同様の技術は、最も一般的な
外科処置になっている。この低侵襲手術は、患者に苦痛を与えないものであり、多数の事
例において、患者の身体をより多く侵襲することを要する外科よりも、より速やかに且つ
より安全に行なうことができる。この低侵襲手術の他の利点として、低侵襲手術に対する
麻酔処理がより単純になる点、患者の回復速度が早まる点、入院期間が短縮されたり入院
する必要がなくなる可能性がある点や、処置が費用面においてより効率的になる点、が含
まれる。
【０００４】
低侵襲手術技術を用いることの価値は、関節鏡や、内視鏡や、その他の使用される主たる
光学的機器の能力によって限定される可能性がある。特に、外科的な適用（応用）におい
て寸法やその他の要求を満たす入手可能な最良の器具（機器）を用いた場合でも、この器
具によって与えられる視界（視野）は、かなり限定されたものであり、この限定された視
界は、低侵襲手術の技術の有効なスコープを制限している。典型的には、視界が大きくな
ればなる程、大多数の応用（適用）において、その器具の有用さが増大する。
【０００５】
関節鏡／内視鏡器具の視野を大きくするための幾つかの方法が提供されている。しかし、
それらは、特に、好結果を出すものとはなっていない。一般に、そのような提案は、複数
の可動レンズやプリズムを、その器具の入力端部内にパッキングすることを必要とするも
のである。その結果生じる、構成上の正確さや、相対運動（移動）の正確さや、スペース
（空間）の要件や、光学上の歪や、好ましくない周囲の光の削除は、実質的なものとなっ
ている。
【０００６】
有用な像（イメージ）を得るために視野領域（観察領域、視界領域）を照らすことは、関
節鏡や類似する器具の他の必要要件となっている。十分な光がない場合、その結果得られ
る像は、最大限有用であるべき十分な情報を含まない。典型的に、光は、外部源（外部ソ
ース）から、光ガイドを通して、関節鏡の対象物入力端部に与えられる。その外部源から
の光は、関節鏡の一端部に位置する内側の光ガイドに転送され、その光は、その内側の光
ガイドを通して関節鏡の末端に転送される。この位置において、一般に、その光は、散乱
（乱反射）して関節鏡の末端部周囲の視野領域を照らす。典型的に、その外部源は、光フ
ァイバの束に接続された光を含み、その外部光ファイバ束は、機械的に、内側の光ガイド
に接続される。この光ガイドは、典型的には、また、光ファイバ束である。典型的に、そ
の外部源と、内側の光ファイバガイドとは、市販されている標準的なパーツである。その
カップリング（接続部材）の効率、すなわち光源から視野領域に向けて実際に通過する光
量、は、比較的小さい。
【０００７】
その小さいカップリング効率は、部分的に、外部源光ファイバ束（外部源光ファイババン
ドル）から照射される光の制御、及び内側の光ガイド内への光の集中の制御、の困難さか
ら生じるものであり、また、部分的に、光ファイバの束の物理的構造から生じるものであ
る。受け入れる内側の光ガイドにおいて、開口数（numerical aperture）と外部源のスポ
ット寸法（サイズ）を合わせることは、カップリングの効率（有効性）にとって大変重要
である。光ファイバ（オプチカルファイバ）の開口数は、光が光ファイバの光軸に直角で
ある光ファイバの面に当たることができると共に光が更に該光ファイバを伝わってゆくこ
とができる角度の数学的な表示（光ファイバによって受け入れられることが可能であると
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共に損失が全くない状態で完全に伝えられることが可能な光の完全円錐の円錐角の半分の
正弦）である。ファイバの光軸から計測されるような角度であって非常に大きい角度（つ
まり、ファイバの開口数を超過するような角度）でその面に当たる光は、失われるであろ
う。光ビームのスポットサイズは、円形領域によって限定される。この円形領域内には、
光ビームのソース（源）から特定の距離をもって隔てられた位置において、大きいパーセ
ンテージの光が含まれる。最も効率的な光の転送は、伝えられた光が受け入れファイバの
開口数内に収まると共に、伝えられた光のスポットサイズが受け入れファイバのコアより
も小さい場合に生じる。焦点レンズ若しくは焦点システムは、ソースから光を適切に方向
付けることを補助するのに用いられることができる。典型的には、外部の光ソース（光源
）のスポットサイズが焦点レンズによって減じられた場合、焦点レンズからの収束光の円
錐角は、受け入れファイバの開口数を超過する可能性がある。そして、受け入れファイバ
の開口数を越える光は、失われるであろう。逆に、収束光の円錐角が受け入れファイバの
開口数よりも小さい場合、その収束光のスポットサイズは受け入れファイバのコアサイズ
（コア寸法）よりも大きくなるかもしれない。そして、受け入れファイバのコアサイズを
越える光は、失われるであろう。外部の光源と内部の光ガイドとの間におけるように、受
け入れファイバのそれらに対してソースファイバのスポットサイズと開口数とを適合させ
ることは、ソースがファイバの束である場合に、特に困難になり得る。また、焦点光を、
ファイバの束から第２のファイバの束内に集光させようとする場合、上記カップリング効
率は、大きく減じられる。これは、単一の焦点システムが、１組（１グループ）のスポッ
トの焦点を同時的に合わせようとするからである。只１つの光線が、事実上、焦点システ
ムの光学的センターライン上にあるとき、それらが各ファイバの中心から広がった場合に
は、ソースファイバからの他の全ての光線は、焦点レンズ内で偏心したり非対称になった
りする。それらは、従って、受け入れファイバの開口数とスポットサイズとのいずれにも
適合（マッチ）できない。収束光の円錐角とスポットサイズとの間の妥協を通して、つま
り最も近い収束光が受け入れファイバの開口数とコアサイズに適合すると共に光を発する
ファイバの光学的センターラインと焦点システムと受け入れファイバとが同軸的であると
き、最も大きいカップリング効率が実現される。
【０００８】
視野領域に対して光伝達が小さくなることを導く付加的な問題は、束（バンドル）になっ
ているファイバの構造に起因している。単一の光ファイバは、コア（光伝達部）と、クラ
ッディング（光をコア内に留まらせるコアのカバリング）とからなる。束ねられたファイ
バのコアのみが、光を運ぶ。従って、光は、コア間のスペースに起因して失われるのであ
る。円形断面を有する１組のファイバが円筒形状に束ねられた場合、この円筒形の形態（
構造）の断面積の約７８％のみがファイバによって占められることになる。また、束ねら
れたファイバの各々のコアは、クラッディングよりも小さい。従って、事実上の光伝達領
域は、束（バンドル）の円形断面よりも有意に小さい。関節鏡の末端部に対する光伝送を
改良することにより、視野領域の照射が改善され、捕らえられる画像に含まれる情報が増
大するであろう。
【０００９】
効果的で広い視野を提供する関節鏡であって、その視野（視界）のスコープを変化させる
ために関節鏡を移動させることを要しない関節鏡、に対する要望がある。そのような１つ
の関節鏡は、発明の名称が「視野を変化させることが可能な関節鏡」であり、その発明者
が本願の発明者と共通である同時継続出願の米国特許出願番号第09/243,845号明細書に開
示されている。他のそのような関節鏡は、発明の名称が「視野を変化させることが可能な
関節鏡」であり、その発明者が本願の発明者と共通である同時継続出願の米国特許出願番
号第09/452,340号明細書に開示されている。この参照された出願は、本明細書に、レファ
レンスにより取り込まれる。また、関節鏡を通しての視野領域を照らすための改良型光リ
レーシステムに対する要望がある。本願明細書及び添付の請求の範囲において、「関節鏡
」という用語は、それが外科用に使用されるかその他の目的に使用されるかに関わらず、
内視鏡やその他のあらゆる類似の光学的機器（光学的インストルメント）を意味しかつこ
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れらのものを含むように解釈されるべきである。
【００１０】
（発明の開示）
本願発明に係る視野（視界）を変化させることができる関節鏡は、細長のハウジングチュ
ーブ内で変化させることができる対象物入力アセンブリと、対象物入力アセンブリの視野
を変化させるための制御装置と、視野領域（視界領域、観察領域）を照明するための照明
アセンブリと、を含む。ハウジングチューブの入力端部に位置する入力ウインドウによっ
て、作業領域の観察が可能になる。この入力ウインドウは、好ましくは、球形（球状）で
ある。対象物入力アセンブリは、入力レンズと、第１ミラーと、第２ミラーとを含む。こ
の入力レンズは移動自在であり、第１ミラーは回動自在である。この入力レンズと第１ミ
ラーとは、同一の軸の回りを移動する。第２ミラーは固定される。視野領域からの反射光
は、作業画像（作業イメージ）を形成する。光画像、つまり対象物の光線は、観察領域か
ら入力ウインドウと入力レンズを通過して、第１ミラーから第２ミラーに反射し、該第２
ミラーからリレーレンズシステム内に反射する。幾つかの実施形態において、第２ミラー
は、プリズムによって置換されることが可能である。
【００１１】
上記制御装置は、入力レンズ及び第１ミラーの位置を他の位置に変化させる。或は、上記
制御装置は、入力レンズ及び第１ミラーの位置を、第１制限位置（第１限界位置）と第２
制限位置（第２限界位置）との間の一連の固定位置に変化させる。対象物光線は、入力レ
ンズを通して、第１ミラーと、第２ミラー若しくはプリズムに伝えられ、そしてリレーレ
ンズシステム内に伝えられる。関節鏡の視野（視界）の角度が変化しても、軸光線（軸方
向の光線）の長さは同一である。複数の縁光線（リム光線）の長さは、互いに同一である
ことができる。そして、この長さは、関節鏡の視野の角度が変化しても、同一であること
ができる。
【００１２】
本発明の他の観点において、照明アセンブリは、好ましくは、透明材料からなりミラー面
を備えた１つ又はそれ以上のロッドから形成されるリレー光ガイドを含む。このリレー光
ガイドは、好ましくは、外部源からの各光線を捕捉して、その光線を上記観察領域（視野
領域）に伝える。
【００１３】
（発明を実施するための最良の形態）
本願発明を十分に理解するために、一定の縮尺で描いていない添付図面との関連において
、下記の詳細説明が参照されるべきである。この添付図面において、同一の参照符合は、
同一若しくは類似するパーツを示している。
【００１４】
本願発明の実施形態に係る視野（視界）を変化させることが可能な関節鏡は、図１及び２
に示している。上下に視野を変化させることができる関節鏡としてここに示し又説明して
いるが、横方向に視野を変化させたり、他の軸に沿って視野を変化させたりすることがで
きるように、同様の構成を用いることが可能である。３０で一般に示す、視野を変化させ
ることができる関節鏡は、対象物入力端部３２と制御端部３３とを有し中央長手方向軸に
沿って延在する細長のハウジングチューブ３１を含む。この関節鏡３０は、外側制御部３
５を有する。ハウジングチューブ３１、より具体的にはその制御端部、は、関節鏡３０の
外側制御部３５内に延在することができる。一般に、対象物画像（対象物イメージ）は、
ハウジングチューブ３１の対象物入力端部３２において捕捉され、制御端部３３に中継さ
れ（伝えられ）、そして、関節鏡３０の外側制御部３５から記録されて表示される。ここ
で述べているように、対象物画像は、対象物の光線から形成されている。この対象物の光
線は、対象物画像の光学的中心における軸光線を含むと共に、対象物画像の外縁（外側エ
ッジ）若しくはリムにおける縁光線（リム光線）を含む。
【００１５】
上記制御部３５の端部は、ＣＣＤアタッチメント３６を有している。このＣＣＤアタッチ
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メント３６は、適切な手段によって、関節鏡３０の使用者によって視認されることができ
る（不図示の）画像スクリーンに接続されている。このＣＣＤアタッチメント３６は、周
知の構成であってもよく、詳細には示していない。外側制御部３５は、また、関節鏡３０
の視野（視界）を調整するための、スライド部等の制御装置（制御部）と、関節鏡３０の
フォーカス（焦点）を調整するためのフォーカスレンズアセンブリ５５とを含む。このフ
ォーカスレンズアセンブリ５５は、フォーカスレンズと、ズームレンズと、それらの制御
装置と、を含むことができる。このフォーカスレンズアセンブリ５５は、対象物入力端部
３２から受け入れられた対象物をＣＣＤアタッチメント３６内に向ける。外側制御部３５
において、この関節鏡は、光リレーアセンブリ４３に接続された光源４１を備えた発光ア
センブリ４２の一部を含む。発光アセンブリ４２は、ハウジングチューブ３１の対象物入
力端部３２を越えた視野領域を照明する。この視野領域は、好ましくは、関節鏡の対象物
入力端部３２の前方の領域であって、チューブ３１の長手方向軸下方約１５度から、チュ
ーブ３１の長手方向軸上方約１０５度の範囲の領域である。
【００１６】
図３～５を参照すると、対象物入力端部３２は、対象物入力アセンブリ５０を含む。好ま
しい実施形態において、この対象物入力アセンブリ５０は、入力ウインドウ５２と、入力
レンズ５４と、第１ミラー５６と、第２ミラー５８とを有する。対象物の画像（イメージ
）を得るのに、対象物の光線が、視野領域から入力ウインドウ内に入り、入力レンズ５４
を通して、第１ミラー５６から第２ミラー５８へ反射される。
【００１７】
ハウジングチューブ３１の上記入力端部３２は、好ましくは、面取りされ（斜角をつけて
形成され）、入力ウインドウ５２によって閉じられる。この入力ウインドウ５２は、好ま
しくは、同心球形の凹凸レンズであり、外面及び内面の曲率が、共通の中心点の回りにお
いて互いに同心（同軸）であるように形成されている。好ましくは、この中心点（センタ
ーポイント）は、（以下で説明するように）第１ミラー５６の前反射面上の軸９０の中心
線上に位置する。また、好ましくは、この中心線は、入力レンズ５４の光学軸上に位置す
る。もし、入力ウインドウ５２の中心点が入力レンズの光学軸上に位置している場合には
、入力レンズ５４が移動するときに、対象物の入力光線の屈折角度間において、一定の関
係が維持される。その結果、入力ウインドウ５２を通して行なわれる対象物の入力光線の
屈折は、入力レンズに対して一定になり、（像の）ゆがみが減じられる。入力ウインドウ
５２の寸法構成は、好ましくは、対象物入力アセンブリの他のエレメントと協働して関節
鏡３０の視野が最大になるように選択される。入力ウインドウ５２は、ガラスや、その他
の適切な材料から形成されることができる。この入力ウインドウ５２は、たとえば接着剤
等によって所定位置に固定され、また、ハウジングチューブ３１の端部を密閉することが
できる。好ましくは、ハウジングチューブ３１の入力端部３２は、ハウジングチューブ３
１のエッジが入力ウインドウ５２の輪郭形状に類似する形状を有するように形成されるこ
とができ、また、関節鏡３０の操作中に対象物の入力光線と干渉することなく入力ウイン
ドウ５２を最大限に保護するように入力ウインドウ５２の面を越えて延在するように形成
されることができる。
【００１８】
入力レンズ５４と第１ミラー５６とは、移動自在であり、協働して関節鏡３０の視野を変
化させ、捕捉した画像（イメージ）を第２ミラー５８に向ける。入力レンズ５４と第１ミ
ラー５６とがその周りを移動すると共に入力レンズ５４と第１ミラー５６とがそれに対し
て位置決めされる共通軸（共通の心棒）により、入力レンズ５４と第１ミラー５６との好
ましい整列が行なわれる。対象物入力アセンブリ５０の入力レンズ５４は、ハウジングチ
ューブ３１の入力端部３２内の入力ウインドウ５２の近傍に位置する。図３～１０に示す
実施形態において、入力レンズ５４は、円錐発散レンズである。しかしながら、あらゆる
適切なレンズを用いることが可能である。この入力レンズ５４は、移動自在であり、軸９
０の回りを回動する。この入力レンズ５４は、最大上方視野位置（図３）と、最大下方視
野位置（図４）との間で回動する。これらの視野位置は、凡そ、入力ウインドウ５２に対
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応しており、該入力ウインドウ５２によって与えられる視野に限定される。この入力レン
ズ５４は、好ましくは、入力レンズフレーム８０上に固定される。この入力レンズフレー
ム８０は、一端において入力レンズ５４を支持し、他端において軸の回りを回動する。入
力レンズフレーム８０は、制御装置により移動せしめられる。入力レンズ５４は、入力レ
ンズの光学的中心線つまり軸が軸９０の中心線（センターライン）に向かうように、入力
レンズフレーム８０上に設けられる。
【００１９】
第１ミラー５６は、従って、入力レンズ５４から受け取られた対象物の光線を、固定され
ている第２ミラー５８に向けて反射するように位置決めされている。第１ミラー５６は、
入力レンズ５４の移動（動作）に対する相補的な移動（動作）をもって、軸９０の回りを
回動する。軸９０の中心線（センターライン）は、第１ミラー５６の前反射面に対して、
同一平面上にある。入力レンズ５４が移動すると、第１ミラーの位置は、対象物の光線の
所望の方向性を維持するように変化する。ミラーの構成（構造）に基づき、たとえばミラ
ーが第１位置から第２位置に回動するとき、ミラーから反射される光線の角度の変化は、
ミラーの反射面における角度の変化の倍になるであろう。従って、第１ミラー５６は、入
力レンズ５４が軸９０の回りを回動する角度変化の半分の速度（レート）で、相補的な方
向に、軸９０の回りを回動する。すなわち、入力レンズが軸９０の回りを第１の回転角（
度）を通して回動するとき、第１ミラー５６は、軸９０の回りを、第１の回転角（度）の
半分である第２の回転角（度）を通して回動する。第１ミラー５６は、従って、最大上方
視野位置（図３）と、最大下方視野位置（図４）との間で回動する。入力レンズ５４の移
動に伴って、第１ミラー５６の回動は、関節鏡３０の視野を変化させる。他の実施形態に
おいて、入力レンズ５４と、第１ミラー５６とは、一連の所定位置の間で移動させること
ができ、あるいは、関節鏡３０の範囲内におけるあらゆる位置に移動させることができる
ようにすることができる。第１ミラー５６は、好ましくは、第１ミラーフレーム８６上に
設けることができる。制御装置により、第１ミラー５６の位置が調整される。対象物入力
アセンブリ５０の中間の視野において、第１ミラー５６の反射面は、チューブ３１の長手
方向に対して水平であり、入力レンズ５４は、レンズ５４の光軸（光学軸）がミラー５６
の面に対して４５°上方に位置するように位置決めされる。図示の実施形態において、こ
の中間の視野の中心（センター）は、従って、水平に対して、つまりチューブ３１の長手
軸に対して、４５°上方の位置にある（図６）。
【００２０】
入力レンズ５４と、第１ミラー５６と、第２ミラー５８とを通して得られる対象物の光線
は、好ましくは、リレーレンズアセンブリ６０を通して、関節鏡３０の外側制御部３５に
中継される。光線は、画像の質を保持すると共に収差が最小になるように、中継されるこ
とが好ましい。第２ミラー５８は、捕捉した対象物の光線をリレーレンズアセンブリー６
０に反射するように所定位置に固定される。第２ミラー５８は、好ましくは、対象物の反
射光をリレーレンズアセンブリ６０の光軸に平行に方向付けるように整列せしめられる。
このリレーレンズアセンブリ６０の光軸は、好ましくは、ハウジングチューブ３１の長手
軸に対して平行である。リレーレンズアセンブリ６０は、好ましくは、第２ミラー５８か
ら反射された軸光線と同軸である。他の変形形態において、このリレーレンズアセンブリ
６０は、単一のレンズ、若しくは一連のレンズであり、その１つの変形例は、一般に、フ
ィールド・アンド・リレー・レンズ・システムとして言及される。付加的な実施形態にお
いて、リレーレンズアセンブリ６０は、グレーデッドインデックスレンズ（graded index
 lens）や、種々の屈折率を有するその他のレンズであることができる。他の変形形態に
おいて、リレーレンズアセンブリ６０は、光ファイバ可干渉性バンドル（optical fiber 
coherent bundle）によって置換することができる。リレーレンズアセンブリ６０は、ハ
ウジングチューブ３１の入力端部３２内に収納されているものとして示されているが、こ
のリレーレンズアセンブリ６０は、典型的には、さらに、制御端部３３の方向に延在する
。もし、リレーレンズアセンブリ６０が、光ファイバの可干渉性バンドル（束）や、グレ
ーデッドインデックスレンズシステム、によって置き換えられた場合、各々は、典型的に
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は、実質的に、ハウジングチューブ３１の長手方向に延在するであろう。このリレーレン
ズアセンブリ６０は、たとえば、安定性の実現のためにステンレススチール製の外スリー
ブを備えた周知の構造のものであってもよい。或は、このリレーレンズアセンブリ６０は
、リレー光ガイド１２０内に形成した溝内に位置しても良い。このリレーレンズアセンブ
リ６０は、対象物（目的物）の光線をフォーカスレンズアセンブリ５５等のリセプタの方
向に向ける。
【００２１】
入力レンズ５４と第１ミラー５６とを移動させることにより、関節鏡３０の観察位置（視
認位置、視野位置、視界位置、viewing position）、従って観察鏡によって捕らえられる
特定の入力画像（入力イメージ）、を変化させることができる。制御装置は、入力レンズ
５４と、第１ミラー５６とを調整し、それらを合同的に所望のアラインメントに維持する
。図６～１０を参照して説明すると、好ましくは、プッシュロッド７０により、入力レン
ズ５４と第１ミラー５６との動作が方向付けられる。入力レンズ５４の位置は、入力レン
ズ接続ロッド７４を介して入力レンズフレーム８０に係合するこのプッシュロッド７０に
よって調整される。この入力レンズ接続ロッド７４は、ヨークピン７６により、プッシュ
ロッドヨーク７２において、プッシュロッド７０に接続される。入力レンズ接続ロッド７
４は、入力レンズフレームピン７８を通して、入力レンズフレーム８０に接続される。プ
ッシュロッド７０が、ハウジングチューブ３１の長手軸に沿って前後に移動すると、接続
ロッド７４によって、入力レンズフレーム８０の位置、従って入力レンズ５４の位置、が
変化する。第１ミラー５６の位置は、第１ミラー接続ロッド８２を通して第１ミラーフレ
ーム８６に係合するこのプッシュロッド８０によって調整される。この第１ミラー接続ロ
ッド８２は、ヨークピン７７により、プッシュロッドヨーク７２において、プッシュロッ
ド７０に接続される。ヨークピン７６及び７７は、プッシュロッドヨーク７２の反対側に
配置されており、同軸である。第１ミラー接続ロッド８２は、第１ミラーフレームピン８
４を通して、第１ミラーフレーム８６に接続されている。プッシュロッド７０が前後に移
動するとき、第１ミラー５６の角度は、第１ミラー接続ロッド８２によって調整される。
【００２２】
この第１ミラー接続ロッド８２は、ヨークピン７７のところでプッシュロッドヨーク７２
に固定されている。そして、この入力レンズ接続ロッド７４は、ヨークピン７６のところ
でヨークに接続されている。ヨークピン７６及び７７は、同軸である。従って、２つの接
続ロッドは、同期して移動する。好ましくは、軸９０から入力レンズフレームピン７８へ
の距離は、軸９０から第１ミラーフレームピン８４への距離の半分である。好ましくは、
プッシュロッド７０が横方向（側面方向）に所定距離移動したとき、入力レンズ５４の角
（度）変化は、入力レンズの弧（アーク）の半径が第１ミラーの弧（アーク）の半径の半
分であるため、第１ミラー５６の角（度）変化の２倍である。図示の位置、及び図８～１
０における接続ロッド、軸、入力レンズフレームピン及び第１ミラーフレームピンの相対
的割合（比率）は、好ましくは、相対的角度変化におけるあらゆるエラーを最小化する。
ミラー及び入力レンズの所望の構造
（構成）を維持する機械的配置が適切であること、たとえば、１つ以上のプッシュロッド
が効果的であるかもしれない点、が理解されるべきである。
【００２３】
関節鏡の視野が変化するとき、記録される画像のゆがみ（ねじれ、歪）を最小限にするた
めに、好ましくは、対象物の光線経路の長さは一定である。対象物の軸光線６２は、第１
ミラー５６の中心に対して、入力レンズ５４の光学的中心を通過する。この距離は固定さ
れている。何故なら、第１ミラー５６の中心は、軸９０の中心線上に固定されている。こ
の中心線の回りで、入力レンズ５４が一定の半径をもって回動する。対象物の軸光線６２
は、第１ミラー５６の中心から第２ミラー５８に向けて反射する。この第２ミラー５８は
、第１ミラー５６に対して、固定されている。この軸光線は、次いで、第２ミラー５８か
ら、リレーレンズアセンブリ６０の光軸に沿って反射する。このリレーレンズアセンブリ
６０は、第２ミラーに対して、固定されている。対象物の軸光線６２の各セグメントは、
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固定された長さを有しているので、関節鏡３０の視野が変化するとき、入力レンズ５４か
らリレーレンズアセンブリ６０へのこの軸光線６２の長さは一定である。対象物の縁光線
６４は、入力レンズ５４を通過して、第１ミラー５６に至る。軸光線６２は、入力レンズ
５２の光軸と同心であり、従って、すべての対象物の縁光線６４は、軸光線６２の回りで
対称である。全ての対象物光線が反射される限りにおいて、あるいは、全ての対象物光線
が軸光線６２に垂直なすべての平面、たとえばリレーレンズシステム６０の第１レンズ等
、に対して対称に屈折する限りにおいて、対象物光線の長さは一定である。本願発明の幾
つかの実施形態において、この特徴により、視野は、ゆがみ（ねじれ、歪）や画像の質に
変化を生じることなく、変化させることができる。
【００２４】
図１１及び１２を参照して説明すると、１変形形態において、第２ミラー５８に代わる、
固定プリズム５９により、第１ミラー５６からリレーレンズアセンブリ６０に向けて、反
射される画像光線を方向付けることが可能である。プリズム５９は、対象物光線を受け取
り、該光線を内部で所望の方向に反射する。プリズム５９の入力面及び出力面は、対象物
の軸光線６２に対して垂直であり、また、対象物の縁光線６４は、この点において殆ど平
行であるので、プリズム５９は、第２ミラー５８に類似する相対的な光線長さを保持する
。第２ミラー５８をプリズム５９で置換することにより、入力レンズシステムの焦点距離
が減ずる。これにより、画像の質が改善される。また、図１１及び１２に示すように、入
力レンズ５４は、２つの球状レンズからなる二重レンズ（系）であることができる。この
二重レンズ（系）は、大変小さいサイズの単一の円錐発散レンズよりも容易に構成するこ
とができる。
【００２５】
図２に示す発光アセンブリ４２は、関節鏡３０内に延在する光リレーアセンブリ４３に光
を伝達する外部光ファイバ光ガイドを備えた光源４１を含む。あらゆる周知の外部光源及
び光ガイドを用いることが可能である。典型的には、外部光源４１は、ハウジングチュー
ブ３１の軸に対して斜めに（斜角で）接続される。この発光アセンブリ４２は、外部源４
１から光リレーアセンブリ４３の入力端上に光を集めるためのコンデンサレンズを含むこ
とが可能である。この光リレーアセンブリ４３は、ハウジングチューブ３１の長手軸沿い
に光を方向付け、その光をハウジングチューブ３１の端部３２に向けて伝達する。この光
リレーアセンブリ４３は、１つ、若しくはそれ以上の光ファイバ束（光ファイババンドル
）を含むことができる。幾つかの実施形態において、この光リレーアセンブリ４３は、関
節鏡３０の入力端部に延在する光ファイバ束である。他の実施形態において、この光リレ
ーアセンブリ４３は、光ファイバ束以外の構造
（構成）を含むことができる。図１３及び１４を参照すると、同一の実施形態において、
光リレーアセンブリ４３は、ロッドを備えた光リレーアセンブリ１００である。このリレ
ーアセンブリ１００は、入力ロッド１１０と、リレーロッド１２０とを含む。このロッド
を備えた光リレーアセンブリ１００の幾つかの実施形態の中での１つの利点は、断面がた
だ１つのロッドにより画定され、そして、光ファイバ束におけるファイバのコア間におい
て光のロス（損失）がない、点である。ロッド１１０及び１２０は、好ましくは、入力光
ガイドロッド１１０が外部光源４１の光ファイバ光ガイドから光を受けとってそれをリレ
ーロッド１２０に伝えるように、互いに接続される。このリレーロッド１２０は、視界領
域を照明するために、光を、入力ロッド１１０から、関節鏡３０の末端３２に伝える。こ
の光リレーアセンブリ１００は、好ましくは、最大量の光を光源から視界領域に伝えるよ
うに構成（設計）される。この光リレーアセンブリ１００は、好ましくは、光リレーアセ
ンブリの光軸に対して斜めになった（傾斜した、ゆがんだ、歪曲した、曲がった、非対称
の、skewed）光を収容するように構成される。この光は、典型的には、光軸に対して、４
０°以上、斜めにされることができる。外部光源４１の外部光ガイドの光ファイバの各々
は、ファイバの開口数の２倍に等しい光錐を発する。各円錐（各コーン）のエッジにおい
て、最大傾斜光（光線）が存する。そして、各円錐の中心において、中央光が存する。最
大傾斜光（光線）間において、無数の光線が、中央光から散開する（広がる）。好ましく
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は、各光線は、視界領域に伝えられる。図１４は、光リレーアセンブリ１１０を通して伝
えられる中央光１３０と傾斜光１３２との両方の経路を示している。
【００２６】
入力ロッド１１０とリレーロッド１２０とは、光ガイドとして適切に機能する、アクリル
やポリカーボネート等のプラスチックや他の透明な材料から形成される。ハウジングチュ
ーブ３１に対して外部光源４１を方向付けるために、また、チューブ３１の軸に沿って光
を方向付け直すために、このリレーロッド１２０は、好ましくは、それが入力ロッド１１
０に対して所定の角度で、たとえば垂直に、延在するように位置決めされる。外部源４１
からの光は、入力ロッド１１０内に入り、入力ロッド１１０がリレーロッド１２０に接続
するところで曲がる。そして、その光は、入力ウインドウ５２を通して視野領域に至るよ
うに、リレーロッド１２０の反対側の端部から外に出る。入力ロッド１１０と、リレーロ
ッド１２０とは、全体的に、各々の入力端部と出力端部とを除いて、反射面を有する。こ
の反射面により、光リレーアセンブリ１００は、その長さを通して光を集めると共に該光
を伝達するべく全体的な内反射（内部反射）の開口数の制限に影響されない。この結果、
スポットサイズ（点寸法）の不適当な組み合わせや、光ファイバコアの位置や、開口数の
不適当な組み合わせによっては、集光の損失や、光ファイバでしばしば生じる伝導効率の
損失を生じない。好ましくは、入力ロッド１１０に入る各光線は、入力ロッド１１０とリ
レーロッド１２０との接続部におけると共に視野領域に対するリレーロッド１２０を通し
て、リレーロッド１２０内に反射される。
【００２７】
入力ロッド１１０は、その入力面と出力面とを除いて、その面で反射される。好ましくは
、その入力ロッド１１０の直径は、外部光ガイドの全体的な直径と等しいか、或は、この
直径よりも僅かに大きい。好ましくは、このリレーロッド１２０の直径は、入力ロッド１
１０の直径よりも大きい。ロッド１１０，１２０が互いに９０°若しくはこれ以外の角度
で位置決めされる場合、ロッド１１０，１２０の直径における、より大きい相違により、
光の曲げ（方向転換）の効率が改善されるであろう。リレーロッド１２０の直径は、チュ
ーブ３１内の空間（スペース）によって決められる。湾曲部１２１は、好ましくは、最大
傾斜光線がリレーロッド１２０の長さに亘って反射することを保証すると共に、該光線が
入力ロッド１１０を通って反射され返されないように寸法構成される。この最大傾斜光線
の角度は、外部源（外部ソース）４１から発せられる光に左右される（影響される）。リ
レーロッド１２０の入力端部は、入力ロッド１１０から入る光が反射する面１２１、つま
りリレーロッド１２０が入力ロッド１１０に接続する面の反対側の面１２１、において湾
曲している。好ましくは、この湾曲部１２１の半径は、実質的に、リレーロッド１２０の
直径と等しいか、若しくは該直径よりも大きい。好ましくは、図１３を参照すると、湾曲
部１２１の中心１２４は、入力ロッド１１０の左エッジの左側に位置する。
【００２８】
リレーロッド１２０は、好ましくは、ハウジングチューブ３１の長手軸に沿って延在し、
関節鏡３０の入力ウインドウ５２の近傍に端部を有する。このリレーロッド１２０は、そ
れが入力ロッド１１０から面１１２で光を受け取るところ以外の面であって、それが面１
２３において光を解放するところ以外の面で反射される。入力ウインドウ５２の近傍のリ
レーロッド１２０の出力端部は、上湾曲部１２３と、下湾曲部１２２とを有する。下湾曲
部１２２は、所望の方向に、つまり入力ウインドウ５２の外側に、光を反射させるように
なっている。上湾曲部１２３は、透明であり、これにより、ロッド１２０の端部のウイン
ドウ５２を通して透過光を逃がすことができる。そして、これにより、視界領域が照明さ
れる。好ましくは、下部湾曲部１２２は反射され、上湾曲部１２３は視界領域に対して可
能な限り多くの光を提供するために透明であり、そして、下部湾曲部１２２と上湾曲部１
２３とにより、照明が必要ではない非作業領域内への光の拡散が減じられる。下湾曲面１
２２の中心位置と、下湾曲面１２２の長さとにより、視界領域が照らされるであろう角度
が決定されると共に、作業領域に向けられる光量が決定される。下反射湾曲面１２２の半
径は、好ましくは、リレーロッド１２０の直径と等しいか、若しくは、該直径よりも大き



(12) JP 5036952 B2 2012.9.26

10

20

30

40

50

い。図１３を参照すると、下湾曲部１２２の中心（センター）１２５は、リレーロッド端
部の上部上の反射面の端部の左側に位置する。好ましくは、各光線は、面１２２によって
、視野領域の方向前方に向けて反射されると共に、リレーロッド１２０を通して戻されな
いようにされる。また、上湾曲面１２３の割合によって、光量と、リレーロッド１２０を
去る光線の方向とが決定される。上湾曲面１２３は、好ましくは、下湾曲面１２２から反
射する光線が、上湾曲面１２３の臨界角よりも小さい角度をもって上湾曲面１２３に当た
るようにすると共に、内部反射によりロッド１２０内に戻らないようにエスケープロッド
１２０に当たるように構成される。好ましくは、上湾曲面１２３により、視野領域に亘っ
て光が均一に拡散（散乱、乱反射）せしめられる。上面および下面１２２，１２３の正確
な割合は、関節鏡３０の視野領域に対する所望の照明割合（照明比率、照明の程度）によ
って左右されるであろう。
【００２９】
図１５Ａ～１８Ｄは、対象物入力アセンブリの制御装置を動作させると共に関節鏡３０の
視野を調整するべくプッシュロッド（押し棒）を操作するための機構（メカニズム）を示
している。関節鏡３０の制御端部３５において、プッシュロッド７０は、摺動部１４８内
に延在すると共に、該摺動部１４８に係合している。この摺動部は、軸方向リレーレンズ
開口１５８を有するメインボデー１５７を有する。このリレーレンズ開口１５８は、また
、摺動部１４８の拡張端部１５９を通して延在する。ソケット１６１により、プッシュロ
ッド７０は、摺動部１４８に対して整列せしめられると共に、該ソケット１６１により、
プッシュロッド７０は、摺動部１４８に対して取り付けられる。図示の実施形態において
、制御ロッドソケット１６１は、リレーレンズ用の軸開口１５８の直下に位置している。
【００３０】
カム／軸部材１６２のカム部１６５は、摺動部１４８の中央横断開口１６３内に位置決め
される。開口１６３は、断面において完全な円形ではなく、それは、僅かに拡大若しくは
拡張されている。このカム／軸部材１６２は、円形断面を有する制御ノブシャフト取り付
け拡張部１６４を含む。円形軸外カムセグメント１６５は、リレーレンズアセンブリスロ
ット１６６と、制御ノブシャフト取り付け縮小部１６７とを含む。図１７Ａ～１７Ｃに示
す２つの制御ノブ１４９，１５０は、カム／軸部材１６２の外端部１６４，１６７上に設
けられる。この制御ノブ１４９，１５０は、カム／軸部材１６２の制御ノブシャフト取り
付け拡張部１６４上にフィット（適合）する右側制御ノブ１４９を含む。第２制御ノブ、
つまり左側制御ノブ１５０は、カム／軸部材１６２の制御ノブシャフト取り付け縮小部１
６７上にフィットする。カム／軸部材１６２に取り付けられる制御ノブ１４９，１５０の
回転により、カム／軸部材１６２の軸外カム１６５は、摺動部１４８の中央横断開口１６
３に係合せしめられる。これにより、カム／軸部材１６２の回転運動に応答して、図１８
Ｃ及び１８Ｄの破線領域１６８で示しているように、摺動部１４８は、横方向に移動せし
められる。
【００３１】
他の実施形態において、摺動部１４８は、また、電気によって駆動されることができる。
摺動部１４８は、ステップモータによって駆動されることができる。ステップモータは、
カム／軸部材１６２を駆動することができる。あるいは、カム／軸部材１６２は、たとえ
ば、ジャックスクリュー係合摺動部１４８で置換されることができる。このステップモー
タやジャックスクリューは、好ましくは、関節鏡３０の内部に位置し、摺動部１４８の移
動（動作）に対して平行に取り付けられる。摺動部１４８は、また、関節鏡３０の内部に
取りつけられた圧電性のポジショナーで駆動されることができる。この関節鏡３０は、た
とえば、電気ボタンによって、或はコンピュータ上でソフトウエアを稼動させることによ
り、電気的に駆動されるようにすることが可能である。
【００３２】
関節鏡３０の動作は、ここで考慮されることができる。先ず初めに、外部源４１からの光
は、好ましくはロッドを備えた光リレーアセンブリ１００である光リレーアセンブリ４３
の端部上に集光せしめられる。光は、光リレーアセンブリ４３を通過し、関節鏡３０の入
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力端部３２を越えたところの外科作業領域を照明する。関節鏡３０において、光リレーア
センブリ４３を通過する光は、少なくとも部分的に、第２ミラー５８から第１ミラー５６
の反射面上で反射されることができる。次いで、その光は、入力レンズ５４を通って、照
明されるべき視界領域内に達する。視野領域から反射した光は、第１ミラー５６上に当た
る対象物光線として、入力ウインドウ５２と入力レンズ５４とを通過する。この対象物光
線は、第１ミラー５６から第２ミラー５８若しくはプリズム５９に当たるように方向付け
られる。この対象物光線は、第２ミラー５８若しくはプリズム５９から、リレーレンズア
センブリ６０の入力端部の方向に向けられる。このリレーレンズアセンブリ６０により、
関節鏡３０を用いる外科医や他の人によって観察されることができるように、画像（イメ
ージ）が、フォーカスレンズアセンブリ５５を通してＣＣＤアタッチメント３６に供給さ
れる。
【００３３】
もし、関節鏡３０を用いる人が、このＣＣＤアタッチメント３６を通して得られる画像に
満足しない場合には、制御ノブ１４９，１５０を用いて、外科領域の異なった部分（箇所
）の画像を得ることができる。このようにして、このインストゥルメント３０を用いる外
科医や他の人に提供される画像は、当該インストゥルメントの位置を変化させることなく
、実質的な範囲で変化させることが可能である。事実上、このインストゥルメント（器具
、装置）３０の全体的な視界領域（視界の範囲）は、該インストゥルメントの軸を変化さ
せる必要なく、ハウジングチューブの長手軸の下方約１５°から、該ハウジングチューブ
の該長手軸の上方約１０５°まで可能である。
【００３４】
このインストゥルメント３０の幾つかのパーツは、インストゥルメント３０の全体的な動
作に対して認知できるほどの影響なくして、図示したこれらのものから変形することが可
能である。たとえば、プッシュロッド７０は、入力レンズと第１ミラーとを操作するため
の操作機構をなすように変形することが可能である。しかし、入力レンズと第１ミラーと
を上記の関係で移動させるあらゆる機構を用いることが可能である。カム／軸と摺動制御
機構も、また、変更することができる。ハウジングチューブ３１の外端部の傾斜角（斜角
）は、所望する場合には、変更することが可能である。すなわち、これは、対象物の光線
に干渉することなく入力ウインドウに対して最大限の保護を与えるように、入力ウインド
ウの輪郭形状に類似させると共に入力ウインドウを越えて延在する湾曲形状が好ましい。
しかし、この湾曲形状は、インストゥルメント３０の主たる使用に基づくものである。デ
ィスプレイ用のＣＣＤユニットの使用は、必須ではないことが認識されるであろう。ディ
スプレイ用に使用されるソフトウェアは、認知できる程度に変形することが可能である。
【００３５】
ここで用いている用語は、参照を目的として使用しており、限定を目的として使用しては
いない。本発明は、好ましい実施形態を参照して示し且つ記載したが、本願発明の装置に
おいて、本発明の精神とスコープを逸脱することなく種々の変形（修正）を行い得ること
は、この技術に精通した者にとって明らかであろう。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本願発明の実施形態に係る、視野（視界）を変化させることが可能な関節鏡の
平面図である。
【図２】　視野を変化させることが可能な図１の関節鏡の断面立面図である。
【図３】　本願発明の実施形態に係り上方側視野を最大にするために調整された対象物入
力アセンブリの部分を示す、図１の関節鏡の対象物入力端部の断面立面図である。
【図４】　下方側視野を最大にするために調整された対象物入力アセンブリの部分を示す
、図１の関節鏡の対象物入力端部の断面立面図である。
【図５】　上方側視野と下方側視野とを最大にするために調整された関節鏡用の対象物入
力アセンブリの部分を重ね合わせた状態で示す、図１の関節鏡の対象物入力端部の断面立
面図である。
【図６】　中間の視野に対して調整された図１の関節鏡の対象物入力端部の断面立面図で
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あって、本願発明の実施形態に係る入力レンズ制御装置を示す図である。
【図７】　中間の視野に対して調整された図１の関節鏡の対象物入力端部の断面立面図で
あって、本願発明の実施形態に係る第１ミラー制御装置を示す図である。
【図８】　中間の視野に対して調整された図１の関節鏡の対象物入力端部の断面立面図で
あって、本願発明の実施形態に係る入力レンズ制御装置と第１ミラー制御装置とを示す図
である。
【図９】　上方側視野を最大にするために調整された図１の関節鏡の対象物入力端部の断
面立面図であって、本願発明の実施形態に係る入力レンズ制御装置と第１ミラー制御装置
とを示す図である。
【図１０】　下方側視野を最大にするために調整された図１の関節鏡の対象物入力端部の
断面立面図であって、本願発明の実施形態に係る入力レンズ制御装置と第１ミラー制御装
置とを示す図である。
【図１１】　中間の視野に対して調整された図１の関節鏡の本願発明の他の実施形態に係
る対象物入力端部の断面立面図である。
【図１２】　中間の視野に対して調整された図１の関節鏡の対象物入力端部の断面立面図
であって、本願発明の実施形態に係る対象物入力アセンブリ及び関連する制御装置の部分
とを示す図である。
【図１３】　本願発明の実施形態に係る関節鏡用の照明システムの断面立面図である。
【図１４】　図１３の照明システムの断面立面図であって、光線がシステムを通して伝達
される状態を示す図である。
【図１５Ａ】　本願発明の実施形態に係る関節鏡制御装置のスライド部の立面図である。
【図１５Ｂ】　図１５Ａのスライド部の平面図である。
【図１５Ｃ】　図１５Ａのスライド部の端面図である。
【図１６Ａ】　本願発明の実施形態に係る関節鏡制御装置のカム／軸部材の平面図である
。
【図１６Ｂ】　図１６Ａのカム／軸部材の端面図である。
【図１６Ｃ】　図１６Ａのカム／軸部材の立面図である。
【図１７Ａ】　本願発明の実施形態に係る関節鏡制御装置の２つの制御ノブの平面図であ
る。
【図１７Ｂ】　図１７Ａの制御ノブの端面図である。
【図１７Ｃ】　図１７Ａの制御ノブの１７C－１７C線断面図である。
【図１８Ａ】　本願発明の実施形態に係る中央移動位置におけるスライド部とカム／軸と
の関係を示す平面図である。
【図１８Ｂ】　本願発明の実施形態に係る中央移動位置におけるスライド部とカム／軸と
の関係を示す、図１８Ａの１８Ｂ－Ｄ線断面図である。
【図１８Ｃ】　本願発明の実施形態に係る最後方移動位置におけるスライド部とカム／軸
との関係を示す、図１８Ａの１８Ｂ－Ｄ線断面図である。
【図１８Ｄ】　本願発明の実施形態に係る最前方移動位置におけるスライド部とカム／軸
との関係を示す、図１８Ａの１８Ｂ－Ｄ線断面図である。



(15) JP 5036952 B2 2012.9.26

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】



(16) JP 5036952 B2 2012.9.26

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】

【図１４】



(17) JP 5036952 B2 2012.9.26

【図１５Ａ】 【図１５Ｂ】

【図１５Ｃ】 【図１６Ａ】



(18) JP 5036952 B2 2012.9.26

【図１６Ｂ】 【図１６Ｃ】

【図１７Ａ】

【図１７Ｂ】

【図１７Ｃ】



(19) JP 5036952 B2 2012.9.26

【図１８Ａ】 【図１８Ｂ】

【図１８Ｃ】 【図１８Ｄ】



(20) JP 5036952 B2 2012.9.26

10

20

フロントページの続き

(72)発明者  ウィリアム・イー・ダレル
            アメリカ合衆国６００１０イリノイ州ノース・バリントン、キャンドルウッド・ドライブ５２番

    審査官  小田倉　直人

(56)参考文献  特開平１０－１７９５１６（ＪＰ，Ａ）
              特開昭６２－２８４６２６（ＪＰ，Ａ）
              実開昭５２－０６５０８６（ＪＰ，Ｕ）
              特開昭５８－２９４３９（ＪＰ，Ａ）
              特開平９－２８６６３（ＪＰ，Ａ）
              特開昭６３－２５０６１７（ＪＰ，Ａ）
              特開平７－３２７９１６（ＪＰ，Ａ）
              特開昭５６－９７１２（ＪＰ，Ａ）
              実開平２－１４７１０１（ＪＰ，Ｕ）
              特開平１－１５１４３２（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              A61B   1/00



专利名称(译) 可以改变视野的关节镜

公开(公告)号 JP5036952B2 公开(公告)日 2012-09-26

申请号 JP2002522754 申请日 2001-08-24

申请(专利权)人(译) 达雷尔和 - Jiterisu公司

当前申请(专利权)人(译) 达雷尔和 - Jiterisu公司

[标]发明人 ウィリアムイーダレル

发明人 ウィリアム·イー·ダレル

IPC分类号 A61B1/00 G02B23/26 A61B1/317

CPC分类号 A61B1/317 A61B1/00165 A61B1/00183

FI分类号 A61B1/00.300.Y A61B1/00.A

代理人(译) 伊藤 晃

优先权 09/650621 2000-08-30 US

其他公开文献 JP2004514469A5
JP2004514469A

外部链接 Espacenet

摘要(译)

可以改变视野的关节镜和类似仪器（例如内窥镜）包括具有物体输入端
的壳体管。外壳管包括物体输入组件和光中继组件的一部分。物体输入
组件包括输入透镜和第一反射镜。在一些实施例中，物体输入组件包括
第二镜子。在一个变型中，物体输入组件包括棱镜。对象输入组件将从
视野接收的图像发送到对象继电器组件，该对象继电器组件发送关节镜
的控制端。在一些实施例中，光学中继组件包括两个镜杆。控制装置
中，为了改变关节内窥镜的视场位置而变化的物体的输入组件的位置。
在一些实施例中，控制装置包括由滑块和凸轮/轴组件驱动的推杆。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/997897ae-b6f7-4ed4-9b03-84942ea2f8d6
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/024609622/publication/JP5036952B2?q=JP5036952B2

